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下の例では酸素官k装置殿ないV-Aバイパスとし それ

以外では左顔貌亀甲太腿動脈遠慮による左心パ車用と

した｡6例率櫓例をこ最期生存を得たさ変症例とも血栓塞

栓症を示唆する所見はなかった.寒方法は比較的簡陳に

行ない得る補助循環法として審頗であると思われるも
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甲状腺機能先進をこて発見された甑転院産生離隔経慶両

柚転相∴～◆＼ji,し'川11-.＼半Itト･:E_･1.:kLl].卜｣}宣言に,灯篭

廉恥転移厳ともをこ著明をこ縮小L,甑鰐鰐も正常に近くなっ

た.その後胸骨正中切開をこてず経慶摘出車両肺転移切除
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全身転移が疑われる場合に,外科療法に先立ち化学療法

を優先させて有効であった一例を報告する.
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秋田県変通艶害セソタ一における,過去望年琵詞の胸部

外傷の概要を検討したセ外来受診患者325鎧8名中丸院を

寮した着営為鵬名でそのうち芦胸部外傷を粛する者は温田冒

L!.-ミ1

例であった平準均年齢は嶺詔歳で穿男激比は射恩で累をこ

多かった由胸部外傷の原因は交通車敵 転落事故が多くサ
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顔-濃や禽餅外藤は頭数都営8鳳 四肢骨盤骨折等嶺転倒腹

部威凝摘髄9例であった･胸腔ドレナ-ジなどをこよる緩

布的治療が殆どで貫人工呼吸を要したものは望徽 章衡
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例でき殆どが頗頚部腹部損傷合併例であった｡胸部外傷

は,その他殿部栓の賄賂と禽餅して発盤する寮が多いの

で頭部ぎ腹部藤害を念頭射こおき,その畢斯発鼠 治療をこ

逐語)採光髄静脈血栓症に尉する動静脈吻禽柑
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鍔5才男性で左柔髄液張を認めき歩行糖種に昇段時をご∴鎧

下肢痛著明となる静脈性破行を示す症例をこ対L左下肢静

脈遺影を施行した.総腸骨動脈は完全に閉塞しておりゃ

左漉腿静脈翻こ血栓を認めた声動静脈吻合紺パルマ予備

の腐縫凄考え右太伏在静脈と左太腿静脈を勧告し予さら

紅ジミアンプ邑了こ左大腿動脈に吻合を加えた申嶺週後動静

脈吻合を結架したや術後鷹肢の経張は残るものの静脈性
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レインゲ--ジブL/ティ鼠そグラムをこて衡前,術後の薩張

時の値としては,正常値を示し紅 絢♭r-V手術は効果が

少ないとされている手術解式であるが声動静脈吻合を滋招

え軍さらに症例をえ転べば,効殿を期待経毒来る芋鮪新式
と考えられ報告した,
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内腕骨動脈に限局した動脈痛の3例を経験した,年齢

は綴漫才,約才,冒8才で,うち2例は破裂性であった心事

鮪は句太動脈外腸骨動脈バイパスないしは尭動脈漉腿動

脈Jミ中指,および癖の流Å部と流出mの閉鎌を施行し
た也いずれも良好をこ経過し退院した.
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